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1． SCPJ（Society Copyright Policies in Japan）およびSCPJデータベースについて 

正式名称: 「オープンアクセスとセルフ・アーカイビングに関する著作権マネジメント・プ

ロジェクト」(http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/) 

国立情報学研究所CSI委託事業（2006～ 筑波大学・千葉大学・神戸大学・東京工業大学）。

機関リポジトリのコンテンツ拡充に貢献することを目的として国内学協会等を対象としたオ

ープンアクセス(OA)方針に関するアンケート調査を実施し、その調査結果に基づいた、「学

協会著作権ポリシーデータベース」（SCPJデータベース）を作成。2010年8月から第3期開始。 

2005年度国立大学図書館協会学術情報委員会デジタルコンテンツ・プロジェクトによる調

査を前身とし、英国ノッティンガム大学の運営するデータベースSHERPA/RoMEO 

（http://www.sherpa.ac.uk/romeo/）を参考とした。 

○SCPJデータベース 

 ・2007年3月公開、2010年4月リニューアル公開 

 ・国内のほぼすべての学協会に対する網羅的な調査に基づき作成。 

 ・OA方針を決めていない・検討中・未回答も一つの方針として検索可能とした。 

 

分類 オープンアクセス方針 

Green 査読前論文・査読後論文どちらでも掲載を認める。 

Blue 査読後論文のみ掲載を認める 

Yellow 査読前論文のみ掲載を認める 

White 掲載を認めない 

Gray 方針が未定もしくは未回答 

 



 

2．SCPJデータベース改修のポイント 

 1）雑誌ごとポリシーの検索・表示機能 

 …雑誌名から検索、学協会ポリシーからたどる、いずれも可能。 

 2）学協会ポリシー別の詳細検索・表示機能 

…キーワード、ポリシー、出版社版の利用可否、公開場所、公開条件を指定して検索・

一覧表示 

 3）APIを公開 

 …SCPJデータベースで検索可能なポリシー情報をXML形式で取得できる 

 4）統計機能 … リアルタイムでグラフ表示（Flashを使用） 

 5）スタッフ・アカウントによる編集機能 

 … ポリシー変更の即時反映が可能に 

 



3．学会調査について 

・2,155学会のデータを掲載（8月15日現在） 

・検討中・未回答 … 66.8％ ← 2009年10月の時点では75.1% 

・学会研究分野別傾向 

 
2010年2月調査 学会の分野は「学会名鑑2007～9年版」（(財)日本学術協力財団）による。 

 

・SCPJによせられた質問・意見 

 リポジトリについて問い合わせを受けたことはないし、考えたこともない。 

 学会誌の売り上げへの影響や著作権侵害が心配。 

 学会のWebサイトやJ-STAGEで公開しているので関係ないのでは？ 

 他の学会がどうしているか、知りたい。 

 ところで本学会のリポジトリはどこにあるの？ 

 

・著作権についての誤解？ 

・検討中であることの公表をためらうのはなぜ？ 

・分野ではなく、規模の違いによる温度差？ 

・学会のガバナンス？ 

 



4. SCPJプロジェクト第3期の目的 

目的： 

1. 学協会の正確かつ最新の OA 方針に関する情報を発信して機関リポジトリのコンテンツ拡充

に貢献。 
2. 日本の学術情報流通に携わる人々に，その在り方を検討・分析する上で有用な基礎データを

提供。 
3. 学協会等の OA への理解を促進するとともに，各学協会の OA 方針策定を支援。 

 
今期の計画： 

（1）SCPJデータベースのデータ更新・機能拡張 

（2）関連団体・学協会との情報共有・意見交換 

 

お願い： 

SCPJは日本の学協会をほぼ一覧できる、唯一のデータベースです。しかし、みなさまのご協力

なしに維持・管理は不可能です。 

 

学協会のみなさまへ 

 ・OA方針をご検討の際は、SCPJサイトをご利用ください。 

 検討資料となる情報を提供しています。 

  http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/info/gakkai.html 

 ・OA方針の変更・決定をされましたら、SCPJプロジェクトにお知らせください。 

 ・Webサイト移転の際も、お知らせいただければ助かります。 

 （特に、NII「Academic Society Home Village/学協会情報発信サービス」をご利用の学協会様） 

 ・OA方針を発信する場所として、SCPJデータベースをご活用ください。 

ご自身で学会情報を更新できる、アカウントを配布しています。 

・OA化による変化はありましたか？お話をお聞かせください。 

 

大学図書館・機関リポジトリ設置機関のみなさまへ 

・Gray（未回答・検討中）の学協会様へ、個別論文について問い合わせる際には、OAポリシー

についてもご質問ください。 

「OAポリシー連絡票」 http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/info/anq-scpj.pdf 

 ・SCPJスタッフとしてご協力ください。 


